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重点取組分野重点取組分野

1600MW生産体制確立

洋上風車開発
自然

エネルギー

国内実証機

海外商用機の実現

商用機生産設備整備 石炭利用

太陽電池

IGCC（石炭ｶﾞｽ化複合発電）: Integrated Coal Gasification Combined Cycle

2007 2008 2009 2010 2012

IGCC

増産体制の確立

着実な体制強化（開発、設備投資）で成長機会を確実に捉える

GTCC

石炭利用

新事業・その他
自然

エネルギー

経済停滞の影響

製品構成(売上）
環境関連投資と景気回復の相乗

【102】

【140】

【278】
【114】

【123】

【111】

【255】
【113】

【

 

】2007を100とする

量産化実証 リチウム量産

GTCC(ガスタービン複合サイクル発電): Gas Turbine Combined Cycle

風車

GTCCガスタービン
1700℃級超高温ガスタービン開発

30台生産体制確立 36⇒50台生産体制確立

アフターサービス体制の強化

1600℃級 J形開発 初号機建設／運転開始へ

1. 重点取組分野

2600MW生産体制確立

コンベンショナル: 石炭等の化石燃料をボイラで燃焼させ、蒸気タービンを回転させる発電方式

パイロット工場 新事業

新事業・その他

自然

エネルギー

石炭利用

GTCC

クリーエネルギー需要拡大に

伴う増産体制確立

石炭ガス化による石炭クリーン

 
利用技術への対応

J形優先性を確立しシェア拡大



4

市場は一時的に減速したが、エネルギー・環境市場は早期回復の見込み
⇒

 
近い将来の需要回復に備え、リソース投入は継続

短期的な利益確保の為、以下の緊急対策実施
(1)

 
原価低減活動
・調達力強化

 
（ＳＣＭ最適化など）

・廉価調達推進（仕様の簡素化・共通化・標準品採用など）
・プロジェクト遂行管理改善

 (2)

 
売上確保

 ・サービス工事拡販（サービス部門への要員重点配置）

 (3)

 
為替変動対策

 ・グローバル調達拡大（海外生産拡大など）

受注：

 経済危機の影響で前年度比で減少
（商談中断・繰延，契約キャンセル発生）

売上/利益：

 前年度比増収増益を達成

 
（プラント工事、サービス工事の伸長）

主な施策/成果：
・Ｊ形ガスタービン開発完了

 
（世界最大容量・最高効率）

・勿来ＩＧＣＣ実証機2000時間連続運転成功
・風車事業拡大

20082008年度総括年度総括
 

及び及び
 

20092009年度緊急対策年度緊急対策

0808年度年度
総括総括

0909年度年度
緊急緊急
対策対策

SCM: Supply Chain Management (調達・製造・物流の一体管理)

2. 2008年度総括

 

及び 2009年度緊急対策
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MHIMHI原動機の製品ポートフォリオ原動機の製品ポートフォリオ

・70inchクラス長翼開発
・取替需要拡大への対応
・中国ハルビン動力との協業で中国市場参入

・成長市場への展開（インド市場）

・2012年

 

50台体制構築
経済回復に伴う各国での継続需要拡大に備える

・J形開発商品化(1600℃)／1700℃国家PJ継続

・信頼性の実証/効率向上の取組みで商用化加速
・低品位炭の活用で市場開拓

・米国の需要に合わせ、生産レベル回復へ
・米国での生産拠点構築へ
・洋上風車PJへの参画

・量産化実証計画

風車

高効率

 
コンベ

GTCC

太陽光

・天然ガス／炭鉱メタンガス市場への展開

原子力

原子力

利用

Smart 
Grid

・製品競争力強化
・新たに補助施策が導入される地域への展開

3. 製品ポートフォリオ

Smart Grid: エネルギー利用の効率化、再生エネルギーの系統連系を容易にする高度化した電力系統

従来火力の

高効率化

石炭利用

再生可能

エネルギー

グリーン

ニューディール

地球

温暖化対策

エネルギー

セキュリティー

エンジン

二次電池

IGCC/
ガス化
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世界に展開する世界に展開するGTCCGTCC事業事業

東京電力川崎火力発電所
1号第2軸

 

M701G2 2008年運開

世界最高水準の発電効率達成
2008年最優秀ガス火力プラント受賞

[Power Engineering Magazine]

米国Xcel Energy High Bridge
M501F 2008年運開

タイ

 

EGAT South Bangkok
M701F 2008年運開

ロシア

 

TGK-8受注

 
M701F×1台

ウクライナ KCC受注
M701×1台

トルコENERJISA受注

 
M701F×2台

全世界累積受注台数全世界累積受注台数

535535台台
11400400--11500500℃℃級ガスタービンの販売好調級ガスタービンの販売好調

大型ガスタービン市場において、業界内プレゼンス向上大型ガスタービン市場において、業界内プレゼンス向上

契約済プロジェクトは順調に引渡しを達成契約済プロジェクトは順調に引渡しを達成

メンテナンス事業拡大＝安定的な利益伸長メンテナンス事業拡大＝安定的な利益伸長

(Unit)

チリ

 

SanIsidro II
M701F 2008年運開

スペインENDESA受注

 
M701F ×2台

カナダENMAX受注
M501G1×2台

カタールRGPC受注

 
M701F×8台

250

300

350

400

450

500

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

引渡済ガスタービン台数引渡済ガスタービン台数

 

((累計累計--2009)2009)

0

相次ぐ天然ガス田の発見により、

天然ガス焚発電の拡大が有望

温暖化対策で高効率GTCC需要が旺盛

老朽火力発電所の代替需要有り

インドネシアPLN受注
M701F×3台シンガポール

Senoco Power受注
M701F×2台

慢性的な電力不足により

発注は堅調に推移

インフラ整備拡大に

 
伴い、ＧＴ市場伸長

韓国POSCO受注
M501S×2台

市場回復と共に製鉄所の高炉ガス

 
利用で、GT需要が増大

4. 各製品事業の取組み

ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱARAMCO受注
M501F×2台
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GTCCGTCC市場シェア拡大に向けたアクション市場シェア拡大に向けたアクション(1/2)(1/2)

16160000℃℃級Ｊ形ガスタービンの開発級Ｊ形ガスタービンの開発

 
/ / 市場投入でシェア拡大市場投入でシェア拡大

55%

60%

CC効率：60%以上

（世界最高レベル）

50％

従来石炭火力から

CO2排出50%削減
（当社比）

CC出力(MW)

C
C

効
率

(L
H

V
%

)
関西電力姫路第二発電所

M501J×6台ご採用

初号機商業運転開始

 

2013年10月（予）

日本から発信する高効率ガスタービンで

地球温暖化防止に貢献

F-series

G-series

J-series

国プロ

D-series

1200

D-series

F-series

G-series

J-series

1300 1400 1500 1600 1700
タービン入口温度(℃)

姫路第二発電所

 

完成予想図

4. 各製品事業の取組み

167

213

285

465

399

498

670

460

M501DA CC

M701DA CC

M501F CC

M701F CC

M501G CC

M701G CC

M501J CC

M701J CC

1700℃ CC

CC出力/効率：蒸気タービンによる排ガス熱発電を組み合せたコンバインドサイクルとしての発電出力/効率
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15

30

45

2004 2005 2006 2007 2008 Future

23%

大型GT
約60%

MHI

他社

[GW]

世界シェア世界シェア30%30%獲得へ向けた市場戦略獲得へ向けた市場戦略

全世界GT発注量実績

2008年 : 70GW

12%

Over
30%

• 国内事業所生産能力強化

• 海外工場建設を検討

年間GT生産能力:24台
30台

(2007～)
36台

(2009～)
50 台

(2012～)

• J形ガスタービン市場投入

生産能力増強

• 燃料多様化

• 中小型GT開発

世界シェア（全クラス）

30%以上獲得へ

GTCCGTCC市場シェア拡大に向けたアクション市場シェア拡大に向けたアクション((22/2)/2)

4. 各製品事業の取組み

大型ガスタービン発注量推移

大型GT市場30％シェア

= 全世界市場シェア：20%以上に相当

Over
20％

10%
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石炭クリーン利用技術石炭クリーン利用技術
≪≪IGCCIGCC≫≫

• CCP（クリーンコールパワー）研究所殿に納入したIGCC実証プラントが
2000時間連続運転達成

• その業績により、CCP研究所殿は第38回日本産業技術大賞
「内閣総理大臣賞」を受賞

• 今後さらなる信頼性の実証、効率向上を図る

ガス精製設備

GT/ST
中央制御室

石炭

ガス化炉

HRSG

差し替え

0

2,000

0 5 10 15 20
Puertollano (Plenflo/335MW)

Tampa （GE/322MW ）

2007年

2007年

2007年
2005

1998年

1999年2000年

Buggenum
（(Shell/ 284MW)

Wabash River
(E-Gas/296MW)

5 10 15 20
運開からの経過年

連
続

運
転

時
間

IGCC実証機
（MHI/250MW）

2008年

2007年

2007年

2007年

2005年

1998年

Buggenum

WabashRiver

’08年 7～9月

 

2000時間

連続運転達成

表彰状を受け取るCCP大西社長（左）

15％従来石炭火力からCO2排出15%削減
（当社比）

勿来

 

IGCC実証プラント（２５０MW)

発
電
端
効
率

発
電
端
効
率

40
45
50
55
60
65
70

1990 1995 2000 2005 2010 2015

従来石炭火力従来石炭火力従来石炭火力

(LHV %)

2020年

SOFC: Solid Oxide Fuel Cell

石炭ガス化

 
IGCC 

石炭ガス化石炭ガス化

 
IGCCIGCC

IGCC + SOFCIGCC + SOFCIGCC + SOFC

J形GTJJ形形GTGT
1700℃級GT17001700℃℃級級GTGT

乾式ガス精製

更なる信頼性の実証

IGCCはＧＴ高温化により今後も効率アップ可能

更なる効率の向上

’09年 更なる信頼性の実証

4. 各製品事業の取組み

HRSG: Heat Recovery Steam Generator(排熱回収ボイラ）
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石炭クリーン利用技術石炭クリーン利用技術

米国

ロシア

中国

インド

南アフリカ

ヨーロッパ

オーストラリア

その他
ヨーロッパ

中国

ロシア

米国

その他

インドネシア

オーストラリア

≪低品位炭での≪低品位炭でのIGCCIGCC優位性≫優位性≫

世界の石炭埋蔵量

低品位炭高品位炭

今後、炭種によらずコスト優位になる今後、炭種によらずコスト優位になるIGCCIGCCを開発していくを開発していく

瀝青炭 亜瀝青炭 褐炭

発
電

コ
ス

ト

IGCC 
目標

IGCC 
現状

従来型

 
石炭火力

IGCCは従来型石炭火力と比較して

 低品位炭で発電コストが有利となる。

低品位炭になるほど、体積が増加低品位炭になるほど、体積が増加 2.4倍
従来型従来型

 
石炭火力石炭火力

ガス化炉ガス化炉 低品位炭でも体積はほぼ同等低品位炭でも体積はほぼ同等

1.06倍

Base

8,4758,475億トン億トン

世界の石炭生産量

高品位炭と低品位炭の埋蔵量は

 ほぼ同等。現在の生産量の多く

 は高品位炭であるが、廉価な低

 品位炭活用は今後の市場。

開発

低品位炭低品位炭

 

4499%%
（亜瀝青炭（亜瀝青炭//褐炭）褐炭）

高品位炭高品位炭

 

5511%%
（無煙炭（無煙炭//瀝青炭）瀝青炭）

資料：資料：WECWEC「「Survey of EnergySurvey of Energy ResourcesResources 20020077」」

0
10

20
30

40
50

低品位炭 高品位炭

((億トン億トン//年年))

低品位炭は低品位炭は

 
全生産量の全生産量の

 
1/41/4程度程度

4. 各製品事業の取組み
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風車事業環境風車事業環境
 

（世界）（世界）
4. 各製品事業の取組み

風力新規導入量

米国
30.9%

中国
23.3%

ｽﾍﾟｲﾝ
5.9%

ﾌﾗﾝｽ
3.5%

日本
1.3%

その他
7.3%

ﾄﾞｲﾂ
6.1% ｲﾝﾄﾞ

6.7%

ｲﾀﾘｱ
3.7%

英国
3.1%

ｶﾅﾀﾞ
1.9%

豪州
1.8%

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
2.6%

ｵﾗﾝﾀﾞ
1.8%

0

10

20

30

40

50

60

70

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

新
規

導
入

量
(G

W
/
年

)

0

50

100

150

200

250

300

350

累
積

導
入

量
(G

W
)

新規(GW/年）
累積（GW)

世界市場

28GW

8GW

59GW

3.4倍

2.1倍

2008年

28GW
2万台

• 市場は急拡大中
（08年で28GW･5兆円、

過去5年間で3.4倍増）

• 金融危機の影響

あるも､中長期的

には堅調に拡大

米国テキサス州ペネスカル

 

2009年5月運開

 

MWT92/2.4×84台

 

201.6MW

風力新規導入量
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ﾃｷｻｽ
1046(+550)MW

928(+344)台

ﾆｭｰﾒｷｼｺ
290MW
290台

ｺﾛﾗﾄﾞ
221MW
221台

ｱﾘｿﾞﾅ
15MW
15台

MPSA
LA Office

VienTek
ﾌﾞﾚｰﾄﾞ工場

米国納入実績

2214MW
2747台

ﾜｲｵﾐﾝｸﾞ
110MW
150台

ｵﾚｺﾞﾝ

93MW
125台

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ

430MW
981台

ﾊﾜｲ

9MW
37台 2009年5月

()内は建設中

三菱風車の納入量の推移

• 2008年の新規導入は､8.4GW（世界の約1/3）・6千台 。

累計は25GW･3万台、電力需要の1.3％相当。

• オバマ政権はグリーン･ニューディールを標榜。

米国エネルギー省（DOE）は2030年までに

電力需要の20%を風力発電でまかなうと発表。

（毎年15GW・累計305GWに相当。）

• PTC（Production Tax Credit：風力発電へ

2ｾﾝﾄ/kWh税金還付）は2012年まで有効。

• 米国市場の更なる拡大に向けて米国ナセル工場を検討中。

0

200

400

600

800

1000

1200

2006 2007 2008 2009
導

入
量

 （
M

W
/
年

） 1000kW

2400kW

（予想値）

米国DOEの20%風力計画

風車事業環境風車事業環境
 

（米国）（米国）
4. 各製品事業の取組み
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洋上風車洋上風車
• 英国が33GW、ドイツが30GWなど、

欧州では大規模な洋上風力導入が本格化。

• 洋上は風況がよく、陸上より高い設備利用率

（より多い発電量）が期待できる。

• 経済性から、洋上では超大型風車が求められる。

三菱重工は、風車と造船・海洋機器の経験を

併せ持つ唯一の総合メーカー。

欧州に設計事務所を開設して、

5MW級洋上風車を開発中。

日本でもNEDOの洋上風車実証ＰＪに参加。

4. 各製品事業の取組み
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リチウムイオン二次電池リチウムイオン二次電池

ハイブリッドフォーク
ハイブリッド建機

バッテリーフォーク

産業用車両

電気自動車
Pｌug

 

-in HEV
自動車関連 無停電源装置

住宅・業務用

系統連系安定化
蓄電システム

エコハウス

系統連系・
電力貯蔵

• 将来、当社関連製品の基幹製品になると位置付け

• 風力発電の系統連系で蓄積した技術をベースに、リチウムイオン二次電池の事業化に

向けて量産化実証ラインを計画中

• 第一ステップとして、フォークリフト向けに供給

リチウム二次電池

当社関連製品（含むグループ会社）

4. 各製品事業の取組み

http://www.spacemart.com/reports/Japans_TEPCO_to_test_park_and_charge_system_999.html
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0

2

4

6

8

10

12

2008 2009 2012

太陽電池事業太陽電池事業

（ＧＷ／年）

20092009年は経済危機の影響で欧州を中心に市場の伸びに減速感があるものの、年は経済危機の影響で欧州を中心に市場の伸びに減速感があるものの、

Grid ParityGrid Parity※※１１に近づくにつれて世界市場の伸びは堅調に推移すると予測に近づくにつれて世界市場の伸びは堅調に推移すると予測

太陽電池需要予測太陽電池需要予測
導入量導入量

EPIA: Global market outlook for Photovoltaics until 2013

予測予測実績実績

欧州欧州

Grid

 

parity に近づく

につれて市場は拡大

当社製微結晶タンデム太陽電池適用例当社製微結晶タンデム太陽電池適用例

（ハウステンボス）（ハウステンボス）

約約7,0007,000枚枚

 

約約900900KWKW

その他その他
20082008年度年度

 

78MW78MW

当社生産能力当社生産能力

市場動向をみながら増産投資市場動向をみながら増産投資

国内の補助金制度が大幅に拡充されることから国内の補助金制度が大幅に拡充されることから

国内への販売展開を強化国内への販売展開を強化

・公共産業用向け・公共産業用向け

・学校（・学校（37,00037,000校）向け校）向け

・電力会社計画のメガソーラ向け・電力会社計画のメガソーラ向け

製品競争力強化製品競争力強化

・・GridGrid

 

ParityParityの達成に向けてコストダウンの加速の達成に向けてコストダウンの加速

※１

 

Grid parity：発電コストが系統（グリッド）電力と同等のコストで発電される状態のこと

4. 各製品事業の取組み
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MPSMPS
 

33拠点によるグローバル体制強化拠点によるグローバル体制強化

MHI

Vien Tek
（JV/風車製作）

Cormetec

 

（JV/脱硝製造）

Cerrey

 

（JV/ボイラ製作）

OSC
（子会社/GTサービス拠点）

CBC

 

（子会社/ボイラ製作）

Wartsilla
（協業先/DGﾗｲｾﾝｽ）

MPSS
（子会社/GTｻｰﾋﾞｽ）

INITEC
（協業先/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

L&T MHI

 

JV
（JV/BTG製作）

インドEセンター
（子会社/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

P.T.POSSI
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

MTS
（子会社/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

 

）

瀋陽菱重ポンプ
（JV/ポンプ製造）

斗山重工
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ製作）

東方タービン
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ製作）

三菱重工東方GT
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

天菱能源
（JV/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

 

）
DGTSE(ATLA)
（JV/GTｻｰﾋﾞｽ）

A-TEC
（協業先/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

CTCI
（協業先/ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

MPSAPMPSAP

MPSAMPSA

MPSAテリトリーMPSAP テリトリーMPSE テリトリー

MPS 製作

エンジニアリング サービス

杭州タービン
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ製作）

南京サービス
（子会社/GTｻｰﾋﾞｽ）

ハルビン
（協業先/ﾀｰﾋﾞﾝ・ﾎﾞｲﾗ製作）MPSEMPSE

MPMP
（子会社（子会社//ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ））

北米ﾅｾﾙ北米ﾅｾﾙ工場工場
（子会社（子会社//風車製作風車製作））

赤字：昨年からの更新

MPMP中東拠点中東拠点
（子会社（子会社//ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ））

：検討中の案件点線

4. 各製品事業の取組み

JV: Joint Venture, BTG: Boiler/Turbine/Generator 



17

海外サービス事業海外サービス事業

日本から現地拠点への体制シフト日本から現地拠点への体制シフト
（ローカルマネジメントとの一体運営）（ローカルマネジメントとの一体運営）

米州地域

MPSAのサービス機能強化

欧州・中東地域欧州・中東地域

MPSEMPSEのサービス体制拡充のサービス体制拡充(Maintenance Partner(Maintenance Partner社買収社買収))

アジア地域アジア地域

本邦体制の強化本邦体制の強化

 

現地拠点の強化現地拠点の強化

ベルギーベルギーMaintenance PartnersMaintenance Partners社買収社買収

M701F M701F ユーザー会議ユーザー会議

•本社所在地：ベルギー・アントワープ市

•売上

 

：約66.9億円（2008年度）

•従業員数

 

：317名（内フィールドサービス要員100名）

• 参加プラント

 

：

 

19プラント
• 参加ユーザー

 

：

 

37名33極体制からさらなるセグメンテーション化を推進極体制からさらなるセグメンテーション化を推進

ZwijndrechtZwijndrecht工場工場

4. 各製品事業の取組み

グローバルネットワークの構築グローバルネットワークの構築ASIA
MHI, MPSAP

Americas
MPSA

Orlando Service Center

MPSA ：Mitsubishi Power System Americas
MPSE ：Mitsubishi Power System Europe
MPSAP ：Mitsubishi Power System Asian Pacific
MPSS ：MHI Power System Spain
P.T.POSSI ：P.T. Power Systems Indonesia

Europe/ Middle East
MPSE, MP

Site Service 
Director Site Service 

Director

MPSS

Diamond GT Service 
Europe

MPS-AP

P.T.POSSI

EGAT
Field Service Alliance

MHI Dongfang
Gas Turbine

Nanjing BFG 
Service

MHI-K

Site Service 
Director

MPSI

MPST

MHI Taiwan Service 
department

MAINTENANCE 
PARTNERS

ASIA
MHI, MPSAP

Americas
MPSA

Orlando Service Center

MPSA ：Mitsubishi Power System Americas
MPSE ：Mitsubishi Power System Europe
MPSAP ：Mitsubishi Power System Asian Pacific
MPSS ：MHI Power System Spain
P.T.POSSI ：P.T. Power Systems Indonesia

Europe/ Middle East
MPSE, MP

Site Service 
Director Site Service 

Director

MPSS

Diamond GT Service 
Europe

MPS-AP

P.T.POSSI

EGAT
Field Service Alliance

MHI Dongfang
Gas Turbine

Nanjing BFG 
Service

MHI-K

Site Service 
Director

MPSI

MPST

MHI Taiwan Service 
department

MAINTENANCE 
PARTNERS
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成長市場への展開成長市場への展開((インド市場インド市場))

L&T-MHI Turbine Generators Private Ltd.(JV) L&T-MHI Boilers Private Ltd.(JV)

ハジラ
0

50

100

150

200

8th Plan   
('91-'95)

9th Plan   
('96-'00)

10th Plan  
('01-'06)

11th Plan  
('07-'11)

12th Plan  
('12-'16)

13th Plan  
('17-'21)

G
W

政府計画 実績 予想

インド火力市場の拡大インド火力市場の拡大

タービン工場建設状況大型蒸気タービン 大型石炭焚ボイラ

インドインドJVJVの設立、及び、活動状況の設立、及び、活動状況

・2007年に、高効率のボイラ、タービンをインド市場に供給し、インドの

 
経済発展、環境改善に貢献すべく、下記の２つのJVを設立

 
・2008年にタービンJVは2x800MWｸﾘｼｭﾅﾊﾟﾄﾅﾑを受注

 
・長期的にはGTCC設備の供給を検討

4. 各製品事業の取組み

2010年稼動予定 2010年稼動予定

ボイラ工場建設状況
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ガスエンジンガスエンジン

炭鉱ﾒﾀﾝの利用が07年より義務化
(第11次5ヵ年計画)。
遼寧省NEDOﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾗﾝﾄ(09年10月運開) 
をPR拠点に拡販。

急速起動ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ(5分以内に100%負荷)を

 50MW前後の分散配置で拡販(400MW/年)。

風車ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ・炭鉱ﾒﾀﾝ・ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ+ｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝなどｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ成長市場へ拡販

炭鉱ﾒﾀﾝ
(中国)

風力発電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電源
(北米)

 

系統不安定

 

火力発電

 

需要地 

 

MACH 

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ

 

 

 

 
 

風力急増 

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ+ｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
(ﾛｼｱ・ｳｸﾗｲﾅ)

地球温暖化対策としてｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝｺｼﾞｪﾈの

 排熱をﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟと組合わせ効率ｱｯﾌﾟ。

MACH ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ
(6.5GW 相当) 

炭鉱ﾒﾀﾝｶﾞｽ 

130億ｍ3

(CO2 2億トン相当)
炭鉱 

4. 各製品事業の取組み
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原子力タービンの取組み原子力タービンの取組み

高砂製作所に原子力ロータ工場建設高砂製作所に原子力ロータ工場建設

 （（20092009年年88月月

 

竣工予定）竣工予定）

北米北米

 
/ / 欧州等で新設計画と平行し、既設原子力タービンの取替需要に対応欧州等で新設計画と平行し、既設原子力タービンの取替需要に対応

中国新規案件への取組み中国新規案件への取組み

ハルビン動力設備有限公司との協業による中国市場への参入

三門・海陽プロジェクト

 

（計:4基）

 

で協業

• ハルビン

 

：

 

二次系主要機器の静止部分を製作

• 当 社

 

：

 

動静翼

 

及び

 

ロータ

原子力プラント大型化に対応した原子力プラント大型化に対応した

 1700MW1700MW・・7070inchinchクラス長翼の開発推進クラス長翼の開発推進

4. 各製品事業の取組み
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